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したがって、T は qp , によらず、 f によって決まる値である。(証明終) 

 

(2) 

l の方程式を pxy  、m の方程式を qxy  とする。 qp  である。 f を表す行列を、 
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l 上の任意の点 ),( pss が、自身に移るから  
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任意の sについて成立するので ppdcpba  ,1  ──① 

m 上の任意の点 ),( qtt が、 
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任意の t について成立するので 
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①、②を連立して解くと 
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